
活動報告書

【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

競技力向上活動

助成決定者名 特定非営利活動法人日本知的障がい者陸上競技連盟

活動名 WPA公認2021日本ID陸上競技選手権大会開催

活動の成果

コロナ禍の中、感染症対策を施し、実施することができた。このような状況の中、WPA公認大会を
開催できたことは、大きな意義があるといえる。大会には、全国から184人の選手が参加し、男子
148人、女子が36人（約20％）であった。また、20歳未満の出場は、50人（27%)であった。男子16
種目、女子13種目を開催した。男子10000mでWPA世界新記録、女子走幅跳と女子砲丸投で、WPAアジ
ア新記録が誕生した。また、日本新記録が３，大会新記録が12個誕生した。今年10月に開催の杭州
2022アジアパラ競技大会や11開催のブリスベン2022アジア・オセアニアゲームスの選手派遣に向け
て、競技力の向上が確認できた。大会の模様をYou Tubeチャンネル「TOKYOパラスポーツチャンネ
ル」https://www.youtube.com/watch?v=HTp-jJT7PFoにより、インターネット生中継できた。現在
再生回数は、18,900回を超えている。

参加者数 184 人
参加国数

※国際大会の場合

活動に対する評価

コロナ禍で参加できる競技会が少ない中、選手にとって、WPA公認大会を開催できたことは非常に
貴重な機会となり評価できる。選手引率者以外の一般の観客は入場できないようにしたが、ライブ
中継を行ったことで、観戦に来れなかった人たちから、たくさんの歓迎のコメントが寄せられた。
また、2022年に開催される杭州2022アジアパラ競技会やブリスベン2022アジアオセアニアゲームス
などの国際大会へ派遣について、トップレベルの選手のコンディションを確認することができた。
参加選手数が184人にとどまり、計画の半分以下であったが、2022年6月に開催する2022日本ID陸上
競技選手権大会参加のための参加資格をお憶の選手が獲得できたことは、開催する価値があった。
知的障がい者だけの出場できる大会は唯一のものであり、このようなことから、今後もこの大会の
開催は必要と言える。

活
動
の
実
施
方
法

第三者への
委任（委託等）の有無

※第三者への委任（委託等）が「有」の場合、以下に記入するとともに、
委任先の収支決算書を提出すること
※営利法人等に請け負わせるものは、委任（委託等）には該当しません。

委任先の組織名称

委任の内容

3

開催場所 千葉県総合スポーツセンター陸上競技場

3 月 13 日

日間）

日 ～ 令和 4 年

大会種別

開催期間・開催日
令和 4 年

（ 1

前年度の同事業実施有
無

前年度実績無

大会参加要件
令和３年４月１日現在、原則１５歳以上の知的障害者。各種目にエントリーの記録順による出場制
限有。

月 13

か国

・東京2020パラリンピックのレガシーの一つとして、知的障がい者の陸上競技の競技力の向上と振
興をはかる。また、広く国民にこの活動を周知する。
・大会の模様を、You Tubeチャンネル「TOKYOパラスポーツチャンネル」
https://www.youtube.com/watch?v=HTp-jJT7PFoにより、インターネット生中継を行った。
・WPA公認大会として実施し、記録を世界記録やアジア記録、世界ランキングに反映した。
・大会運営は、競技役員２０８名（審判員１３０名、WPA審判６萌衣、補助員５７名）、スタッフ
１３名、ドクター１名、看護師１名、ボランティア１４名で行った。
・この大会の成績は、国際大会への派遣選考の参考資料とした。
・ドーピング検査を実施した。
・大会の広報は、ホームページやFacebookを利用して周知するとともに、ライブ配信の事前周知や
メディアリリース、ポスターを作成し、都道府県障害者スポーツ協会、大会後援団体等へ配布し
た。
・プログラムを作成し、選手・役員に配布した。
・選手権クラス競技成績上位者男女２９種目１位～８位を表彰
（1位～3位にメダル・賞状、4位～8位のみ賞状）
・大会期間中に、国際大会派遣やアンチドーピング活動等情報を提供した。
・大会実施中にアンケートを実施し、この事業の評価を行った。
・大会開催後は、ホームページに記録掲載するとともに、記録動画を作成し、ホームページで公表
した。

実
施
し
た
活
動
の
内
容

主催者 特定非営利活動法人日本知的障がい者陸上競技連盟

共催者

活動の内容

国際大会 日本選手権 全国大会

有 無



活動報告書

【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

競技力向上活動

助成決定者名 特定非営利活動法人日本知的障がい者陸上競技連盟

活動名 WPA公認2021日本ID陸上競技選手権大会開催

円 2,700,000

大会に関する広報活動
（複数選択可） （　　　　　　　　　　）

活動計画及び実績

年度当初計画 実績

観戦者数 2,000 人 500 人

助成金以外の事業収入額 1,695,000

団体選定の強化指定選手又はそれに準ずるトップ選手・
チームの全参加者に占める割合
※強化指定選手を選定していない場合は空欄とし、最下
段の備考欄にその旨を記入してください。

8 ％ 15 ％

基金助成金以外の収入増加
に向けた取組み

取組内容 企業に協賛活動を行った。
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施
し
た
活
動
の
内
容

円

ホームページ テレビCM 広報媒体への掲載

その他

SNS

行った

行わなかった
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【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

競技力向上活動

助成決定者名 特定非営利活動法人日本知的障がい者陸上競技連盟

活動名 WPA公認2021日本ID陸上競技選手権大会開催

※上記いずれかの公表が必要です。

情
報
公
開

活動の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

事業費 3,601,579円 スポーツ振興基金助成金 1,866,000円

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

活動の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、活動の進捗、途中経過を公開）

活動の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、活動の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他


